
市橋まちづくり協議会広報誌

花いっぱい運動
　市橋まちづくり協議会では、春と秋に「花いっぱい
運動」を通じて地域の環境美化と交流を推進していま
す。
　親子や小・中学生のボランティア、協議会役員が力
を合わせ、県庁からJR西岐阜駅までの道路沿い、街路
樹付近に色とりどりの花を植え、まちを明るく彩って
います。
　また、西荘公園などでも、ポーチュラカやビオラ、
パンジー、チューリップなどの花植えを行い、地域住
民に季節の彩りを届けています。

活動報告 岐阜勇爽太鼓
　岐阜勇爽太鼓は、地域に愛される和太鼓サークルで
す。練習は岐阜県庁近くの市橋コミュニティセンター
で毎週火曜日19時から（祝日の場合は翌水曜日）行わ
れ、小学生からシニアまで幅広い年齢層が参加し、和
気あいあいと活動しています。
　演奏機会も多彩で、2024年には「清流の国ぎふ」
文化祭（国民文化祭）で『信濃萬岳の響き』を披露 。
さらに、2025年のぎふ清流ハーフマラソンでは沿道
で応援演奏を行いランナーにエールを送りました 。
活動に参加していただける方を募集しています。

活動紹介

市橋夏祭り
　「市橋夏祭り」は、地域の絆とにぎわいを感じられる恒例行事です。毎年夏に市橋小学校のグラウンドを舞台に
開催され、2025年度は8月2日（土）の18:00〜19:30に行われました。今年は、猛暑を考慮し市橋小学校の体育
館内で開催されました。
　お祭りでは、地域住民や自治会、PTA、公民館、子ども会、さらに市橋音頭保存会など、さまざまな団体が連携
し、ゲームコーナーや盆踊りなど、世代を問わず楽しめる多彩な催しが行われました。
　また、岐阜勇爽太鼓さんによる太鼓演奏もあり、大いに会場を盛り上げていただきました。たくさんの住民の皆
さんに来場していただきました。ありがとうございました。

活動報告

岐阜市市橋地区の市橋まちづくり協議会は“市橋を絆ぐ”をスローガンに活動しています。

　現在の市橋公民館が完成したのは今から４５年前の昭和５５年で、ふるさと学習が盛んな時
代。そんな中、市橋の歴史・文化を歌と踊りに託して後世に伝えていこうと誕生したのが市橋
音頭です。毎年実施の市橋夏祭りの主目的は、その市橋音頭を継承していくことにあります。
本号では今年度前半の活動を紹介します。その中で市橋音頭をクローズアップしてみました。
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岐阜市市橋4丁目10番10号　市橋公民館内市橋まちづくり協議会
市橋まちづくり協議会は「住んで良かった。」と住民の皆
さんに思っていただけるまちづくりを目指しています。

　「市橋音頭」は、市橋公民館ができたとき、市橋公民館運営委員会が中心になって、ふるさと学習普及の一環と
して歌詞を公募し、作曲し、振り付けられ、１９８２(昭和57)年７月18日に公民館で発表会が開催されました。
　以来、保存会もでき、地区住民の皆さんが市橋の調和と発展をこの歌と踊りに託して、地区あちこちの盆踊りで
踊るなど、力を合わせて育ててきました。
　作詞者は当時市橋小学校の先生であった浦田康治(うらたやすはる)さん、作曲は歌謡道場経営の吹越通(ふきこ
しとおる)さん、振り付けは若柳流名取り上松小と枝(ことえ)さんです。

（文責：藤川）

　市橋音頭の詳細については、市橋まちづくり協議会のホームページで紹介しています。（市橋の歴史コーナー）

市橋音頭の歴史　歴史紹介

市橋音頭

市橋ふれあいフェスタ
　11月16日（日）には、市橋ふれあいフェスタ（健
幸ウオーク）の開催を予定しています。今回は、小学
校から立政寺を歩きながらクイズに挑戦します。貴重
な文化財としての立政寺への関心を深める機会とした
いと考えています。皆様の参加をお待ちしています。

活動予定

編集後記

グループに分かれて出発
し、それぞれのペースで
景色を楽しみながら進み
ます。

　今回の広報誌、いかがでしたでしょうか？
紙面を一新し、記事も広報部会のメンバーで分担
して作成しました。
　試行錯誤の連続ですが、今後も皆様のご意見や
ご希望を取り入れながら、皆様の生活に寄り添え
るような情報をお届けできるよう努めてまいりま
す。
ご意見・ご感想、お待ちしております。

地域の行事
今後に予定されている地域の行事を紹介します。
9月27日　  お化けフェスティバル（市橋小学校）
10月12日　市民運動会（市橋小学校）
10月18日　防災訓練（市橋小学校）
11月3日　  いちはし文化祭（市橋公民館）
1月11日　  二十歳のつどい（市橋コミセン）
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上記QRコードからスマートフォンでもご覧いただけます。⬆️

前年の様子
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